
有
為
会
米
沢
支
部

副
支
部
長

　

こ
の
６
月
よ
り
副
支
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
横
井
博
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
ま
だ
仙
台
市
に
電
車
が
走
っ
て
い
た
50
余
年
前
に
仙
台
興
譲
館
寮
に
入
寮
し

て
お
世
話
に
な
り
、
同
時
に
米
沢
有
為
会
奨
学
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
有
為
会
と
は
こ

の
よ
う
な
ご
縁
が
あ
り
ま
す
が
、
仙
台
興
譲
館
寮
の
想
い
出
は
今
で
も
鮮
明
な
も
の
で

あ
り
、
印
象
深
い
寮
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
一
言
で
い
え

ば
、青
春
時
代
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク(

田
舎
者
文
化
吸
収
過
程)

で
す
。
コ
ン
パ
・

猥
歌
、
麻
雀
、
合
ハ
イ
、
３
人
部
屋
、
本
音
付
合
い
等
々
多
く
の
先
輩
後
輩
と
寝
食
を

共
に
し
て
精
神
が
鍛
え
ら
れ
た
良
き
寮
生
活
で
し
た
。

　

然
る
べ
き
時
期
に
然
る
べ
き
体
験
を
し
、
心
的
・
知
的
な
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。
現
在
の
学
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
リ
モ
ー
ト
授
業
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
青
春
の
自
粛
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
可

哀
そ
う
だ
と
い
う
よ
り
は
、
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
環
境
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
寮
生
活
に
よ
り
自
粛
で
は
な
く
謳
歌
の
方
向
に
少
し
で
も
働
く
よ
う
に
祈

念
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
有
為
会
で
は
文
化
振
興
部
長
も
拝
命
し
新
参
者
と
し
て
研
鑚
中
で
す
。
当
部

の
主
た
る
事
業
の
一
つ
に
「
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
今
年
で
第

４
回
を
数
え
る
に
至
り
、「
人
口
減
少
社
会
の
中
で
も
活
き
活
き
と
持
続
し
て
い
く
地
域

と
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
置
賜
管
内
の
高
校
生
か
ら
小
論
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
に
と
っ
て
こ
の
難
問
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
新
参
者
の
視
点
で
捉
え
る
と
、
そ
れ

は
大
変
優
れ
た
取
組
（
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
と
言
え
ま
す
。
一
つ
は
、
高
校
生
に

人
口
減
少
社
会
と
い
う
地
域
課
題
の
考
察
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
地
域
を
総
合
的

に
捉
え
て
み
よ
う
と
い
う
試
み
と
、
彼
ら
の
世
界
観
形
成
の
基
礎
が
そ
こ
に
は
内
在
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
適
解
の
思
考
方
法
に
高
校
生
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
高
校
時
代
は
多
く
の
場
合
正
解
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
社
会
で
は
最
適
解
が
主
流

で
す
。
そ
の
思
考
形
成
の
緒
に
就
い
て
ほ
し
い
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

有
為
会
と
い
う
法
人
目
的
で
あ
る
人
材
育
成
の
事
業
幅
を
広
げ
て
い
る
こ
と
や
、
有
為

会
の
知
名
度
を
高
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
ど
の
よ
う
に
着
地
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
課
題
は
重
要
で
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
必
要
性
の
検
証
や
コ
ン
テ
ス
ト
の
達

成
状
況
等
を
見
極
め
な
が
ら
、
さ
ら
に
は
会
員
の
皆
様
の
お
知
恵
を
是
非
お
借
り
し
な

が
ら
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

横よ
こ　

井い　

 　

  

博ひ
ろ
し

　令和３度の公益社団法人米沢有為会の表彰状伝達式が６月27日㈰、午後４時からホテルモ
ントビュー米沢で行われました。今年度は２個人に産業功労賞、３団体・２個人に特別賞が中
川勝支部長より伝達されました。なお、教育文化功労者は該当者がいませんでした。詳細は次
のとおりです。学校・学年は令和２年度のものです。
☆産業功労者：安房毅氏（㈱タカハタ電子会長）、長谷川健氏（元フジクラ電装㈱特別顧問）
☆スポーツ活動（３人制バスケットボール）優秀賞：るーきーず（米沢中央高等学校３年４名）
☆文化活動（ビジネスアイディア）優秀賞：うめちゃんず（長井工業高等学校３年５名）
　　　　　  （お米甲子園）優秀賞：置賜農業高等学校生物生産科３学年（３名）
☆文化活動（作文）奨励賞：丹野陽斗(たんのはると)（長井市立平野小学校３年）
　　　　　　　　　奨励賞：情野凛々(せいのりり)（米沢市立万世小学校５年）
＜支部総会＞　これに先立ち午後３時から支部総会が開催され、①令和２年度庶務報告及び決
算報告、②役員改選、③令和３年度事業計画(案)及び予算(案)、④我妻榮記念館の事業報告及
び決算報告並びに事業計画(案)及び予算(案)の４案共に承認されました。
　なお、役員改選により、支部長に中川勝氏、副支部長には種村信次氏・本多和彦氏の退任を
受けて伊藤和夫氏・佐藤知由氏、理事には鈴木幸一氏の後を受けて横井博氏、矢尾板操氏が就
任しました。

令和3年度 表彰状伝達式令和3年度 表彰状伝達式  産業功労者に安房毅氏、長谷川健氏  産業功労者に安房毅氏、長谷川健氏
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米
沢
の
新
し
い
文
化
事
業

米
沢
の
新
し
い
文
化
事
業

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

　

平
成
31
年
３
月
末
に
閉
校
し
た
旧
南

原
中
学
校
校
舎
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
新
た
に
使
用
を

開
始
し
た
芸
術
創
作
活
動
施
設
「
芸
術

の
杜
」
は
、
地
域
の
文
化
活
動
の
推
進

と
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
新
し
い

施
設
で
す
。

　

こ
の
施
設
で
の
活
動
の
目
的
は
、

①
様
々
な
芸
術
家
等
を
本
市
に
呼
び
込

み
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
を

図
る
な
ど
、
芸
術
文
化
活
動
を
切
り
口

に
し
た
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

②
南
原
地
区
を
中
心
に
本
市
の
新
た
な

芸
術
文
化
の
発
信
拠
点
の
形
成
を
目
指

し
、
本
市
の
芸
術
文
化
の
新
た
な
展
開

を
促
す
。

③
若
手
芸
術
家
の
育
成
と
と
も
に
芸
術

文
化
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

と
３
点
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
春
に
は
、
旧
南
原

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
新
南
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館
予
定
で
す
の

で
、
コ
ミ
セ
ン
事
業
と
連
携
し
た
文
化

芸
術
活
動
を
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
考

え
で
す
。

　

南
原
地
区
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
す
が
、
様
々
な
分
野
の
芸

術
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
ま
た
、そ
の
活
動
の
た
め
に
、

移
住
し
て
来
ら
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
芸
術
の
杜
」
の
一
部
を
日

本
画
で
有
名
な
福
王
寺
一
彦
氏
に
貸
出

し
て
お
り
、
本
市
で
の
創
作
活
動
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
さ
ら
に
こ
の
地
区
で
の
芸
術
活
動

が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
３
年
度
の
最
初
の
事
業
と
し

て
、
先
日
、「
ミ
ナ
ミ
ハ
ラ
ア
ー
ト

ウ
ォ
ー
ク
（
Ｒ
３
・
８
・
21
～
８
・
29
）」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
主
催
は
米
沢

青
年
会
議
所
で
60
周
年
事
業
と
し
て
企

氏
　
　
名

会
員
区
分

今　

野　

莉　

妃

個
人
賛
助
会
員

酒　

井　

次　

生

個
人
賛
助
会
員

齋　

藤　

秀　

志

個
人
賛
助
会
員

齋　

藤　

和　

浩

個
人
賛
助
会
員

遠　

藤　

淳　

一

個
人
賛
助
会
員

猪　

又　

義　

則

個
人
賛
助
会
員

阿　

部　

新　

吾

個
人
賛
助
会
員

原　

田　

章　

子

個
人
賛
助
会
員

小

関　
　

薫

個
人
賛
助
会
員

髙　

橋　

芳　

和

個
人
賛
助
会
員

大

西　
　

聡

個
人
賛
助
会
員

佐
々
木　

文　

雄

個
人
賛
助
会
員

田　

中　

歌　

乃

個
人
賛
助
会
員

下　

平　

健
三
郎

個
人
賛
助
会
員

齋　

藤　

明　

子

正
会
員

吉

田　
　

健

個
人
賛
助
会
員

酒

井　
　

孝

正
会
員

上

浦　
　

勤

個
人
賛
助
会
員

青　

柳　

敦　

子

個
人
賛
助
会
員

井　

家　

勝　

己

個
人
賛
助
会
員

伊　

藤　

広　

幸

個
人
賛
助
会
員

米　

野　

和　

徳

個
人
賛
助
会
員

画
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
事
業
内
容
と

目
指
す
方
向
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
が
共
催
と
な

り
「
芸
術
の
杜
」
の
初
め
て
の
事
業
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
芸
術
の
杜
」
を
始
め
、
南
原
コ
ミ

セ
ン
、
各
地
域
集
会
施
設
、
寺
院
を
会

場
に
南
原
地
区
で
創
作
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
々
の
作
品
を
展
示
し
、
巡
っ
て

も
ら
う
も
の
で
す
が
、
地
域
の
方
々
だ

け
で
な
く
市
内
各
所
か
ら
来
場
者
が
あ

り
、
初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
大
成
功

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

作
品
展
示
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
作

家
の
方
々
同
士
の
つ
な
が
り
も
、
さ
ら

に
活
発
に
な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の「
芸
術
の
杜
」事
業
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
が
、
米
沢
市
で
は
文

化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
充
実
と
、

市
民
が
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
環
境

整
備
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
米
沢
市
教
育
委
員
会
）
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寮母さんと玄関で

リ
レ
ー
随
想

リ
レ
ー
随
想  

��

〜 活躍する会員紹介 〜 �

広
瀬
川
の
夏
草

　

仙
台
興
譲
館
寮
へ
の
入
寮
は
昭
和
53

年
。
当
時
の
寮
は
、
角
五
郎
一
丁
目
に
あ

り
ま
し
た
。
酔
漢
が
時
折
移
動
さ
せ
る
と

い
う
風
説
も
あ
っ
た
バ
ス
停
か
ら
東
へ
下

り
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
い
う
軽
食
喫
茶
店

の
角
を
北
に
曲
が
る
と
寮
が
見
え
て
く
る

…
。
あ
の
家
並
み
や
路
地
は
、
今
も
す
ぐ

に
懐
か
し
く
瞼
に
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

経
済
的
に
余
裕
が
な
か
っ
た
私
に
と
っ

て
、
寮
の
存
在
は
大
変
あ
り
が
た
い
も
の

で
し
た
。
米
沢
有
為
会
の
奨
学
金
の
貸
与

も
受
け
、
さ
ら
に
は
，
受
験
の
時
も
興
譲

館
寮
に
臨
泊
（
と
当
時
言
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
）
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
無
用
な
気
遣
い
の
な
い
家
庭
的
な
雰

囲
気
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
か
、
思

い
の
ほ
か
緊
張
せ
ず
に
受
験
に
臨
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
有
為
会
に
は
入
学
前
か

ら
卒
業
ま
で
人
一
倍
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
の
だ
な
あ
と
、
こ
の
機
会
に
改
め
て
噛

み
締
め
て
い
ま
す
。

　

寮
生
活
で
は
、「
男
性
か
ら
の
電
話
は

『
電
話
で
す
』、
女
性
か
ら
の
電
話
は
『
お・

社会福祉法人 米沢市社会福祉協議会
常務理事兼事務局長

山
形
大
学
大
学
院　

学
生

さん菅
かん

　野
の

　紀
のり

　生
お

半は
ん

　
田だ

　
和か
ず

　
彦ひ
こ

電・

話・

で
す
』
と
館
内
放
送
で
使
い
分
け
る

よ
う
に
」
と
、
ま
こ
と
し
や
か
な
レ
ク

チ
ャ
ー
が
あ
り
、
素
直
に
そ
う
し
て
い
ま

し
た
。
今
と
な
れ
ば
さ
さ
や
か
で
、
と
る

に
足
ら
な
い
こ
と
、
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

思
い
出
で
す
。
寮
生
活
で
得
た
こ
と
を
即

座
に
答
え
る
こ
と
は
こ
の
年
に
な
っ
て
も

難
し
い
で
す
が
、
常
に
人
を
間
に
は
さ
ん

だ
、
ど
こ
か
人
間
臭
い
思
い
出
や
ほ
ろ
苦

い
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
が
財
産

に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
卒
業
後
、

公
民
館
職
員
や
教
員
と
い
う
対
人
職
に
就

い
た
自
分
に
と
っ
て
、そ
れ
で
よ
か
っ
た
。

い
や
、
そ
れ
が
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
退
職
後
の
今
は
、
六
十
の
手
習
い
で

対
人
援
助
の
学
び
直
し
（
臨
床
心
理
学
）

を
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
夏
、
還
暦
を
機
に
大
学
の
同

期
が
仙
台
に
集
ま
っ
た
折
に
、
久
し
ぶ
り

に
角
五
郎
一
丁
目
の
バ
ス
停
に
降
り
て
み

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
建
物
は
あ
り
ま
せ

ん
。
周
囲
の
面
影
も
大
分
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
踵
を
返
し
て
坂
を
下
り
、
広
瀬
川

の
河
川
敷
に
出
る
と
、
時
間
が
止
ま
っ
て

い
た
か
の
よ
う
な
夏
草
が
茂
る
風
景
が
目

に
入
り
、
足
元
が
揺
ら
め
く
よ
う
な
思
い

が
し
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
厳
し
い
世
相
で
す
が
、
現
在

Ｑ１．米沢市社会福祉協議会の役割をお聞かせください。
Ａ１．社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法に基づ
き設置されている非営利の民間組織で、地域の福祉
推進の中核としての役割を担っています。
　　米沢市社協では、「市民の福祉意識向上」と「お
互いに助け合い、支え合う地域づくり」を取組の柱
として、地域住民や社会福祉関係者の参加・協力に
より、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりの
ための活動を行っています。
Ｑ２．米沢市内17支部の取組についてお聞かせくだ
さい。

Ａ２．市内17地区に支部社協を設置し、支部ごとに地
域福祉活動指針となる福祉８策を作成しています。
各々の地区で抽出した地域課題に対して、福祉８策
で示した具体的な解決策に、地域住民が主体となっ
て取り組むなど、事業を組織的に展開しています。
　　これらの取組は、地域福祉の課題である住民同士
のつながりの維持・強化にも役立っています。

Ｑ３．令和３年～４年度の福祉行政の
　課題についてお聞かせください。
Ａ３．人口減少、少子高齢社会の進展
　や新型コロナウイルスの影響等を受
　け、支え合う地域づくりの重要性が
　増している中で、次の３点が課題と

　して挙げられます。
　１点目は「住民同士のつながりの強化」。２点目
は「生活困窮者等への生活自立支援」。３点目は「権
利擁護センターの充実強化」です。
　いずれも、一朝一夕での解決が難しい課題です
が、支部社協の皆さんや関係団体・機関等と連携
を図りながら、地域福祉の推進に向け、着実に取
り組んでいきたいと考えています。

Ｑ４．今後の抱負をお聞かせください。
Ａ４．「福祉」とは、自分のことだけでなく、周りの
人を大切に思い、一人ひとりそれぞれの人の考え
方、生き方を尊重し、「ともに生きる力」を培うこ
と、と言われています。この理念の下に、米沢市社
協が一丸となって、地域福祉の課題解決に取り組む
ことができるように、微力ではありますが励みたい
と思っています。
　ありがとうございました。今後ますますのご活躍を
ご期待申し上げます。

の
寮
生
皆
様
の

健
や
か
な
生
活

と
米
沢
有
為
会

の
発
展
を
心
よ

り
ご
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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編
集
後
記

★
こ
の
夏
日
本
列
島
は
猛
暑
と
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
今
な
お
変
異
株
に
よ
り
拡
大
し
続
け
る
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
有
為
会
本
部
の
理
事
会
・
定
時

総
会
等
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
に
よ
り
行
わ
れ
る
一

方
で
、
米
沢
支
部
総
会
は
２
年
ぶ
り
に
対
面
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
産
業
功
労
賞
・

特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
）

　

米
沢
支
部
会
員
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。

浜
理
Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｔ
株
式
会
社
と
申
し
ま
す
。
旧

社
名
の
米
沢
浜
理
薬
品
工
業
に
馴
染
み
の
あ

る
方
が
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、
弊
社
は
こ
の

７
月
16
日
、
研
究
開
発
力
と
生
産
技
術
力
、

並
び
に
品
質
管
理
力
の
強
化
を
図
り
、
社
業

の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
、
兄
弟
会
社

の
チ
ト
セ
浜
理
薬
品
と
合
併
統
合
し
ま
し

た
。
こ
こ
米
沢
で
は
浜
理
Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｔ
米
沢
工

場
と
し
て
新
た
な
船
出
を
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

初
め
に
、
弊
社
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
医
薬
品
の
薬
効
成
分
そ

の
も
の
で
あ
る
医
薬
品
原
薬
の
製
造
を
主
と

し
て
お
り
、
生
命
科
学
の
担
い
手
と
し
て

人
々
の
健
康
と
幸
福
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。
他
に
も
食
品
添
加
物
や

化
粧
品
素
材
等
も
製
造
し
て
お
り
、
弊
社

が
提
供
す
るPharm

aceutical

（
医
薬
）、

Food

（
食
品
）
に
加
え
、Service

（
サ
ー

ビ
ス
）、T

echnology

（
技
術
）
の
頭
文
字

Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｔ
を
社
名
に
採
用
し
て
事
業
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
を
含
む
浜
理
グ
ル
ー
プ
は
業
界
の
中

で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
、
原
薬
メ
ー
カ
ー

で
は
珍
し
く
新
薬
の
開
発
に
成
功
し
承
認
薬

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
最
新
技
術
の

応
用
に
も
着
手
し
、
フ
ロ
ー
合
成
で
の
薬
理

化
合
物
の
製
造
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
更

浜
理
Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｔ
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

森も
り

　
　
　
千ち

　
春は

る

米
沢
有
為
会
を

米
沢
有
為
会
を

　
　
　
支
援
し
ま
す

　
　
　
支
援
し
ま
す

　

当
社
は
昭
和
43
年
９
月
に
株
式
会
社
オ
ー

ル
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
米
沢
市
成
島

町
で
創
業
し
、
総
合
ビ
ル
管
理
業
（
設
備
管

理
・
清
掃
・
警
備
）
と
し
て
置
賜
地
域
を
中

心
に
事
業
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
３
年

８
月
に
社
屋
を
現
在
地
の
窪
田
町
に
移
転
を

機
に
株
式
会
社
エ
ー
ビ
ー
エ
ム
に
改
称
い
た

し
ま
し
た
。
主
に
米
沢
市
役
所
を
始
め
と
す

る
官
公
庁
で
の
建
物
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

ま
た
、
平
成
18
年
度
か
ら
米
沢
市
市
民
文
化

会
館
の
指
定
管
理
業
務
を
開
始
し
、
以
降
、

米
沢
市
内
４
か
所
、
南
陽
市
内
１
か
所
の
指

定
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
か

ら
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
」
に
取
組
み
、
環
境
経
営
を
ス

タ
ー
ト
し
、
関
連
企
業
で
あ
る
エ
ー
ビ
ー
エ

ム
・
エ
ナ
ジ
ー
合
同
会
社
で
は
太
陽
光
発
電

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

誰
も
が
長
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
「
や
ま
が
た
健
康
企
業
宣
言
」
の
も
と

社
員
の
健
康
管
理
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度

は
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
に
も
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

当
社
の
経
営
理
念
は
「
お
客
様
感
動
」
で

す
。
建
物
管
理
を
通
し
て
お
客
様
に
最
大
限

の
満
足
と
感
動
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
安

㈱
エ
ー
ビ
ー
エ
ム

　

代
表
取
締
役
会
長

吉よ
し

　
野の

　
　
　
徹と
お
る

全
・
安
心
、
清
潔
に
関
す
る
最
良
の
技
術
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
社
会
に
お
役
に

立
て
る
よ
う
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
浅
学
菲
才
の
私
が
米
沢
有
為

会
産
業
功
労
賞
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
恐
縮
に
存
じ
、
誌
上
を
お
借
り
し
て
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
米
沢
商
工
会
議

所
副
会
頭
３
期
９
年
、
会
頭
と
し
て
２
期
６

年
商
工
会
議
所
の
事
業
・
運
営
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
事
業
が
実

を
結
び
、
米
沢
栄
養
大
学
の
開
学
、
東
北
中

央
自
動
車
道
米
沢
北
Ｉ
Ｃ
〜
大
笹
生
Ｉ
Ｃ
間

の
開
通
、
道
の
駅
米
沢
の
開
業
な
ど
の
歴
史

的
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、一
生
心
に
残
る
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
何
ら
か
の
形
で
地
域
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
社
会
問
題
化
し
て
久
し
く
な

り
ま
す
。
中
で
も
当
地
域
で
は
新
卒
の
若
者

流
出
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
数
年
前
「
高
校
生
小
論
文
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
応
募
作
品
を
拝
見
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
者
の
あ
ふ
れ
る
地
域

愛
が
感
じ
ら
れ
る

作
品
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

米
沢
有
為
会
様
の

時
宜
を
得
た
事
業

が
功
を
奏
し
、
若

者
が
地
域
に
関
心

を
持
ち
、
地
域
に

定
着
・
Ｉ
タ
ー
ン
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進

に
つ
な
が
れ
ば
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

に
、
以
前
か
ら
得
意
分
野
と
し
て
き
た
ペ
プ

チ
ド
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
有
力
企
業
が
集

結
し
事
業
展
開
す
る
と
こ
ろ
へ
参
画
し
て
い

ま
す
。
自
社
開
発
し
た
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
ア

ミ
ノ
酸
合
成
技
術
を
も
っ
て
生
命
科
学
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

米
沢
で
の
事
業
が
40
余
年
継
続
で
き
ま
し

た
の
も
、
地
元
か
ら
優
秀
な
人
財
を
採
用
す

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で

す
。
貴
会
の
益
々
の
発
展
に
よ
り
継
続
し
て

人
財
輩
出
が
叶
う
よ
う
置
賜
地
方
の
奨
学
育

英
と
、
産
業
・
文
化
振
興
が
充
実
し
ま
す
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
地

域
産
業
振
興
の
一
助
に
な
る
よ
う
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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